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知的障害児の手指機能の特性と不器用さに関する研究動向

*里 見 達 也

Ⅰ．はじめに

学習指導要領（2009）によると，発達段階に考慮した「体力の向上に関する指導」につ

いて体育科はもとより他教科・領域においても適切に行うように提言されている。知的障

害児教育においても体力の向上の一つとして運動機能の向上が焦点となっている。特に，

運動機能の一つである手指機能の特性について「はさみが使えない」や「紐が結べない」

などの生活習慣から粗大運動の不器用さといった学習内容まで，学校生活を送る上で大き

な課題となっている。しかし，これらの印象を裏づける研究はさほど多くない（伊勢田，

2003；国分・奥住，2006；菊池・北島・奥住・国分，2007 。）

このような手指機能の特性について，投動作の発達過程から正しい投動作の模擬体験の

（ ， ，重要性や身体の自己コントロールとの関連性を探る知見 橋本・渡邉・尾高 2009；高橋

） ， 。 ，2010 も出されつつあり 近では関心が高まりつつある 子どもの不器用さについては

Walton，Ellis，＆Court（1962）の研究から始まり，今日では精神疾患の診断（DSM－Ⅳ

－TR）により神経系や筋系に明らかな問題がないにもかかわらず生活面での不器用さを示

している状態を「発達性協調運動障害（Developmental Coordination Disorder 」と称）

され注目されている（水内，2011 。手指機能の特性とそれに伴う不器用さにおける支援）

は，身体運動面という発達的側面とともに日常生活の自立促進という側面も含めて考えて

（ ， ， ， ， ， ）。いく必要性がいわれている Jasmin Couture Mckinley Reid Fombone＆Gisel 2009

そこで本研究は，知的障害児を中心にその周辺障害の手指機能の特性とそれに伴う不器

用さに関する文献資料を概観しながら，身体の自己コントロール力の向上とともに日常生

活で直面している課題に立ち向かう姿勢との関連性について展望を述べたい。

Ⅱ 「手指機能の特性」と「不器用さ」のとらえ方．

「手指機能の特性」は，運動領域において手先の微細運動の制御だけでなく，体全体の

動きを伴う粗大運動と連動していることが多い。また，手指機能の特性を支える上肢や下

肢のバランスを保つ協調運動は，身体の活動時に筋系と神経系が共に機能し合う高度な動

きであり，年齢とともに発達している（飯村・小林，1997；是枝・小林，1998 。）
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「 」 ， ， ，一方で 不器用さ は 筋系や神経系をはじめ身体的 知的に明確な問題がないものの

協調運動の発達に遅れがある場合を示す（水内，2011 。この協調運動の発達には，速さ）

や精度など効率性を重視する量的側面とともに，動きの無駄やぎこちなさといった質的側

面も伴っている。この不器用さを早期に発見し個別に対応できるよう作成された検査のう

ち，代表的なものに「Movement Assessment Battery for Children」がある（Henderson

＆Sugden，1992 。国分ら（2006）の研究は，この検査項目にある手指運動機能に「シー）

ル貼り」と「はんこ押し」といった課題項目を追加することで，所定の添付箇所や押印箇

所からのズレ，または速さの測定から手指運動の確実性について調べている。

このことから「手指機能の特性」は，微細運動から粗大運動までの連動した総体的な身

体の協調運動であり，一方「不器用さ」は協調運動に伴う動きの無駄やぎこちなさなどの

質的側面が問われている。

そこで，知的障害児の「手指機能の特性」とそれに伴う「不器用さ」の改善には，上述

のように日常生活の身体の協調運動の向上が必要になると思われる。

Ⅲ．知的障害児や周辺障害の「手指機能の特性」と「不器用さ」

1．知的障害児の「手指機能の特性」と「不器用さ」

菊池ら（2007）が行った知的障害児・者のはさみを用いた切断実験では，切断動作の不

器用さについて目と手の協調運動の他に知能も関係していることが指摘されている。これ

は，大塚（1994）の「上肢運動は知能と下肢運動の二つの要因に規定される」という報告

と一致している。さらに，今野・内田・鈴木（1994）の研究によると，精神遅滞児が図形

を模写する場合，視覚機能より視覚情報を構成する能力が影響していると述べている。こ

れは，広川（1976）の「知覚－運動」機能は知覚機能がより巧緻性を帯びた上で身体の運

動に移行していく過程の報告と一致している。

以上の点から，手指機能の特性について，上肢運動を知能と下肢運動の二つの要因から

探るとともに，視覚情報を構成する能力として「知覚－運動」機能の関係からもみている

点で興味深い。

渋谷（2008）は，手先の不器用さといった協調運動の不全が高まるほど，落ち着きのな

さや消極性といった行動問題がみられると指摘している。

七木田（1998）によると，精神遅滞児が運動技能を獲得しそれを保持しつづけるには，

成功体験の積み重ねが必要で，この知識を活かせるよう成功体験ができる練習をランダム

に組むことの有効性を報告している。

以上のことから，協調運動と行動問題の関連性に注目したうえで，協調運動を成功に導

くような体験を積み重ねていくことが行動の安定につながるといえよう。

一方，橋本ら（2009）の知的障害児の投動作の発達過程とその援助に関する実践研究で

は，投動作の際に「ひじを斜め後ろに引く」といった動作が多くみられ，成熟した投動作
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の疑似体験を行うことでその改善が図られたことを報告している。この研究で注目すべき

ことは，健常児の投動作研究との比較を行っている点である。いくつかのパターンは健常

児の投動作様式に類型化できるものの，それとは別に健常児ではみられない未熟な投動作

が観察され，より低次な段階を詳細にスモールステップ化して指導していく必要性を報告

している。これは，嶋野・菅野（2001）による研究において，運動分野は調整力や敏捷性

などに相関性があると示していることからも裏づけられる。

これまでの報告から，知的障害児の「手指機能の特性」である上肢運動には，知能とと

もに目と手の協調運動や下肢の動きも関連していることがわかってきている。さらに視覚

情報能力として「知覚－運動」機能をコントロールする力が求められている。協調運動と

行動問題との関連性から，スモールステップ指導をもとにした成功体験の積み重ねが「不

器用さ」を調整する力や敏捷性を伴う身体の自己コントロール力の向上につながり，結果

として行動の安定化に結びついていく（図1参照 。）

図1 「行動の安定化」

2．ダウン症児の「手指機能の特性」と「不器用さ」

橋本・菅野・池田・細川（1992）のダウン症児の運動発達に関する研究によると，ダウ

ン症児の手指操作の発達は健常児に比べ顕著に遅滞しているが，発達の順序性には違いが

ないことを指摘している。

また，柳沼（1998）のダウン症児の利き手の発達に関する研究では，ダウン症児は上肢

運動の分化の遅滞が認められると報告している。

さらに菊池（2005）によると，ダウン症幼児の姿勢・移動運動発達はコミュニケーショ

ンの発達や他領域にも影響があると指摘している。
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これらの報告によると，ダウン症児の「手指機能の発達」は健常児に比べ顕著な遅れが

みられるものの，発達過程には差がないことがわかる。また，ダウン症児の「不器用さ」

は，上肢運動が未分化なために上肢のコントロール力やコミュニケーション力に影響を及

ぼすことがうかがえる。

3．発達障害児の「手指機能の特性」と「不器用さ」

香野（2010）は発達障害児の姿勢や身体の動きに関する研究動向を紹介している。自閉

症児は外見上，姿勢のみならず姿勢の安定性においても問題がみられる。高機能自閉症や

アスペルガー障害などの高機能広汎性発達障害児は姿勢や身体の動きによる「不器用さ」

， ， 。 ，に問題を抱え 特に手指の操作や歩行など 複雑で微細な動きに問題が生じている また

多くの注意欠陥多動性障害児は発達性協調運動障害の特徴を有している。学習障害児は，

姿勢制御に関する眼球運動や注視など視覚的な情報伝達過程が影響しているために，器械

運動やボール運動など身体意識や協調性を必要とする運動が苦手であるという報告を紹介

している。これは，学習障害児に対する山口（2005）の相談事例の中にある「なわとびが

スムーズにとべない，粘土で動物の形を作ることが困難」などの「不器用さ」の報告に通

じている。

以上から，発達障害児の「手指機能の特性」と「不器用さ」に対しては，姿勢の安定や

視覚情報の伝達力の向上とともにより複雑で微細な動きの自己コントロール力を養う必要

性がみえてくる。

Ⅳ．手指機能の特性と自己コントロール力の関連性

， ，手指機能の特性と身体の自己コントロール力との関連性について これまでの研究では

微細運動や粗大運動の制御力とともに目と手の協調運動の統制力を指摘している。特に上

肢運動は目と手の協調運動や下肢の動きに関連し，さらに協調運動は行動問題と関係して

，「 」 。いる点から 知覚－運動 機能をコントロールする力が大切になってくると考えられる

高橋（2010）は，知的障害児における身体の自己コントロール力が日常生活動作の発達

に及ぼす影響について，身体への注意が向きやすくなることにより身体の自己コントロー

ル力が改善し，その結果として日常生活動作を行う上で姿勢の安定が図られることで手指

の操作がしやすくなることを報告している。注目すべき点は，日常生活動作を直接的な指

導の対象とせず，座位姿勢の安定や身体の自己コントロール力を向上させることで手指機

能の改善がみられたことである。

香野（2010）によると，これまでの発達障害児への心理・教育領域における支援は，認

知面や行動面に着目したものが多いが，これらの支援に加えて姿勢や身体の動きに対する

支援の必要性も提唱している。特筆すべき点は，姿勢や身体の動きの連動性から生じた日

常生活で直面している行動上の問題を身体の自己コントロール力でとらえようとしている
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点である。

そこで，身体の自己コントロール力の向上から得られる成功体験の積み重ねによって，

日常生活で直面している課題に立ち向かう姿勢が構築されていく過程を想定した（図2参

照 。）

図2 「日常生活で直面している課題に立ち向かう姿勢の構築」

この図をもとに知的障害児の支援を考えると，日常生活における物事の操作性や姿勢保

持，身体の気づきについて個に応じてスモールステップ指導を行うことが大切であろう。

その結果，身体運動の調整や敏捷性，認知面が高まり，身体の自己コントロール力が向上

するという成功体験を通して，日常生活で直面している課題に積極的に立ち向かおうとす

る姿勢が構築されていくのではないだろうか。

Ⅴ．おわりに

これまで知的障害児の「手指機能の特性」とそれに伴う「不器用さ」に関する研究動向

をもとに，身体の自己コントロール力と日常生活で直面している課題に立ち向かう姿勢と

の関係性について考えてきた。知的障害児の「手指機能の特性」には上肢運動が関連して

おり，その運動は知能とともに目と手の協調運動や下肢の動き，さらに「知覚－運動」機

能を高めることで身体の自己コントロール力の向上が図られる。また協調運動は行動問題

も関連しており，協調運動をもとにした成功体験の積み重ねが行動の安定につながってい

く。さらに「不器用さ」は調整力や敏捷性が関係し，動きの獲得に向けたスモールステッ
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プ指導によって身体の自己コントロール力が向上していくという成功体験を通して，日常

生活で直面している課題に立ち向かう姿勢の構築過程に大きく影響していることがみえて

きた。今後は，身体の自己コントロール力の向上から日常生活で直面している課題に立ち

向かう姿勢の構築過程を立証できるような事例研究が求められるであろう。
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